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1. はじめに 

近年 POS(point of sales)システムを用いて得

た大量のトランザクションデータ（店舗で一人

の客が一度に買った商品のデータ）を、データ

マイニングの手法の一つであるバスケット分析

を行い、販売促進に使える有効な情報を取り出

しマーケティングに用いている。 

本研究では、個々の商品全てに微小アンテナ

付 IC チップを付け、商品棚にリーダー・ライタ

ーを設置することによって、個々の商品の認識

を行うことができることを前提としている。 

RFID 技術を用いることによって検出できる

“手に取ったが戻した”という顧客の行動を非

選定と定める。そして、この非選定行為を考慮

した個々の顧客への推奨品提示と、非選定を含

む商品の相関関係情報を抽出することを試みた。 

 

2. 本研究の概要 

 従来には無い非選定という行為を考慮した

個々の顧客への推奨品提示と、非選定を含む商

品の相関関係情報を小売店とメーカーへ提示す

ることが本研究の課題である。 

 非選定という行為をトランザクションデータ

に加え、大量のトランザクションデータでバス

ケット分析を行い、非選定を含む相関関係を導

出することで解決を図る。導出された相関関係

を用いて個々の顧客への推奨品の提示を行い、

よく売れる商品の組合せというような小売店へ

の情報や、非選定や競合関係といったメーカー

への情報の提示を行う。 

 

2.1  システム構成 

 非選定を含むトランザクションデータを入力

し、非選定を含む過去の購買履歴データを用い

て相関関係を導出する。 

 システムの概要図を図１に示す。 

 

 

 

 

 
図１．システムの概要図 

 

2.2   購買履歴データ 

本研究では商品を大文字のアルファベットで

表し、非選定した商品を小文字のアルファベッ

トで表す。ランダムで発生させたアルファベッ

トで表される文字列にある程度偏りを持たせた

ものを、大量のトランザクションデータに見立

てて購買履歴データとした。 

 

2.3   相関関係の導出 

 集合に含まれる商品の種類が増えると、その

組合せの出現する頻度が低くなり、興味のある

相関関係と言えなくなってしまうので、最大４

種類の商品組合せの相関関係の導出とした。 

 

2.4  競合関係の導出方法 

 競合関係は 2.3 で導出した非選定を含む相関

関係を用いて求める。以下の(1)と(2)の相関関

係で、支持度と確信度が共にほぼ等しい時、(1)

と(2)は競合関係といえる。 

 

f( A ; b )       (1) 

f( a ; B )       (2) 

 

 A と B は共に１個以上のアイテム集合である。

また、(1)は A を購入する人は B を非選定すると

いう関係であり、(2)は A を非選定する人は B を

購入するという関係である。 
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2.5  推奨品の選定アルゴリズム 

 導出した相関関係を(3)で表される併買データ

と(4)で表される否併買データごとに管理する。 

 

f(G1...Gn;Ki) > αi かつ Ki ∉ {G1...Gn} (3) 

 

f(G1...Gn,gs...gt;Ki) > βi かつ 

Ki ∉ {G1...Gn,gs...gt}(4) 

 

ki ∈ {gs...gt}       (5) 

 

 (3)は従来のバスケット分析の併買データの条

件式であり、G は入力トランザクションデータを

表している。パラメータとして与えられる支持

度と確信度の下限値であるαi以上であれば Kiを

推奨品として提示する。また(4)と(5)は非選定

を考慮した否併買の条件式であり、下限値であ

るβi以上であれば Kiを推奨品として提示するが、

Kiが(5)式のとき推奨されない。 

  

 
図２．推奨品選定 

 

 導出した相関関係の内、入力したトランザク

ションデータと関連のある相関関係を抽出し、

その相関関係の示す商品を推奨品候補とする。

点線で示した流れは従来のバスケット分析であ

る。入力したトランザクションデータから推奨

品が定まらなかった場合は、支持度の高い商品

を推奨候補品として提示する。 

 

2.6  情報の抽出 

 入力したトランザクションデータと関連があ

り、パラメータを上回った相関関係を情報とし

て抽出する。情報の抽出の直前でパラメータの

入力を行えるようにしたことで、ある程度任意

でデータの抽出を行えるようにした。 

 出力結果を以下の図３に示す。 

 

 
図３．出力結果 

 

3. 評価 

 従来のバスケット分析は非選定が無いため、

非選定した商品を推奨品として提示してしまう。

しかし、本研究のアルゴリズムでは推奨品とし

て提示されない。顧客の非選定行為を含む購買

行動から相関関係を用いて推奨品提示を行って

いるので、課題として挙げた個々の顧客への推

奨品提示は実現できたといえる。また、従来は

不確かであった競合関係が明らかになり、小売

店やメーカーに対しての競合関係や非選定を含

む相関関係の情報を抽出することができた。 

 

4.  まとめ 

RFID を用いて「手に取ったが戻した」という

非選定行為を検出しているが、その顧客動向の

意図は図れない。非選定や非選定を含む相関関

係の示す意味の解釈が重要であると考えられる。 
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